人事委員会傍聴者の声　その(17)
【2006・3・6】
生徒会の自主討論会に出席した校長・教頭・教員を『厳重注意』とは
3.・6周年グループ・証人尋問：横山正杉並高校校長／田中雅美東大和南高校校長

*「『10・23通達』まもなくの12月16日に周年行事が行われた杉並高校校長・横山氏の尋問であった。わかったことは、教育に介入する都教委の暴挙である。当日、指導主事6名が教職員席の後ろに座席を作り、教員の動向を監視するという異常さ。後日、都教委側から12名が学校にやってきて、19名の教員を取り調べたという。その19名とは、生徒会が『国旗・国歌を考えよう』という自主討論会に出席した校長、教頭、教員達だったのだ。その結果『厳重注意』の3名の処分者が出た。当日のことについては、生徒会の呼びかけや討論会の内容など生徒会活動は多様な考えが出たと『生徒会新聞』に書かれており、校長もそれは教育上有益であったと証言した。それにもかかわらず、がこう現場に都教委が入ってきて取り調べ、処分されるということに校長は黙して語らず。異常なる教育介入の姿を見た。」　　　　　　　（佐々木寿恵　元都立校教員）

*「『式典に6人もの指導主事が来るのは監視が目的か？』と問われ、『適正実施の確認に来たのだろう』と答える。『きょうは校長として来ている』、『答えられない』、『覚えていない
』を連発。校長と個人の立場を分けることで都教委の意向に答えようとしている姿勢が感じられた。また、『教員の不適切な言動等』による『厳重注意』を受けたことに関しては、『自分(校長)も若い時は、生徒との討論会で反対していた・・・』と発言したことを『不適切』と都教委から指導された。その点についてはそう思う』と言った。都教委はそこまでやるのか。これこそ行政の教育内容への介入そのものではないか。これが全国・東京都公民科・社会科教育研究会会長の姿なのかと、暗たんたる思いを抱いた。自身の内心を吐
露することなく、『覚えていない』の連発で逃げ、自分にもまだ良心のかけらが残っていることを言い聞かせているようにも見えた。」　(現役教員)

*「杉並の校長は比較的評判の良い方だと聞いていましたが、本日の横暴な発言にはビックリしました。都教委の正気の沙汰ではない指導はこうも人を変えてしまい、また職場に亀裂をもたらすのだと思いました。きっと『10・23通達』がなければ、あの校長とも仲良く出来たのではないでしょうか。」　　　　　　　(現役教員）

*「①　校長を味方につけましょう。味方に立つ勇気を校長に与えていきましょう。一緒に、『都教委』の間違いをあぶりだしていくことが大切です。今日傍聴していて、強くそう思いました。②こうなる以前に、教員の式場参列は“寂しいものが”があったのではないのでしょうか。親しい後輩(中小企業)から『だって先生達、出てなかったじゃないか、だから強制されるんだよ』の一言。こたえました。」　　　（匿名）

*「横山校長は、都教委からの生涯一度の『厳重注意』なのに、その具体的内容を『覚えていない』なんてことあるのですか？？？　まるで政治家のような答弁ですね。Kさんの質問わかりやすくとても良かったです。当時の杉並高校の生徒会主催の討論会の内容がよくわかりました。田中校長は、真実を率直に述べられたと思います。全国の皆さんは『式典』の日には、どのような理由があっても年休も取れないことがあったなんて信じられますか？」　　　(現役教員)
(傍聴者21名　心から感謝しています。　請求人・代理人12名　被処分者の会　星野)
　

